
千葉県が取り組む絶滅危惧種対策事業
～シャープゲンゴロウモドキ・ミヤコタナゴ・ヒメコマツを例に～

大木淳一（千葉県生物多様性センター）

ヒメコマツ

ヒメコマツは葉が５枚 

樹高最大 30m

通称（別名）ゴヨウマツ

ヒメコマツの分布

秩父山地

足尾山地

丹沢山地

房総丘陵

阿武隈山地

八溝山地

千葉県での分布は、 
房総丘陵（標高 120 ～ 
350 m の低山地）の 
主稜線周辺のみ 

君津市, 鴨川市, 富津市 

千葉県のヒメコマツ 
野生株の激減

1970年頃まで　数千本が自生 
　      （その後、急激に枯死が進む） 
　　　　1977 　スミ沢小集団で 
　　　　　　　　71本のうち46本が枯死 

1980年代　　　500本程度 
　 （藤平1986、大沢1988の調査による） 

2000-2001  　 98本 
　（房総のヒメコマツ研究グループによる） 

現在　　　　　 75本

千葉県ヒメコマツ保全協議会 
（H20年発足）

　・千葉県環境生活部自然保護課  
　・林野庁 関東森林管理局  
　　　千葉森林管理事務所 
　・千葉県 農林水産部 
　　　中部林業事務所  
　　　農林総合研究センター森林研究所 
　・君津市 経済部農林振興課 
　・房総のヒメコマツ研究グループ  
　・東京大学 千葉演習林  
　・千葉県立中央博物館 
 

 

 

今ある野生株の 

遺伝子を残すため、 

接ぎ木苗・実生苗を 

手分けして栽培 

 

 

衰退をとめる 

手だては 

まだない 

 

【サポーター企業一覧】 
旭硝子㈱　千葉工場、大網白里鉱業所 
アソシネット株式会社 
伊勢化学工業㈱千葉工場 
鹿野山ビューホテル 
㈱川島コーポレーション 
進光園緑化株式会社 
セイコーインスツル株式会社 
　大野事業所、幕張事業所、高塚事業所 
ＷＩＴ㈱ 
ソメイヤッコ研究所 
中外テクノス㈱ 
日清紡ケミカル㈱ 
㈲フォーネクスト 
㈱マルトシ 
リンテック㈱ 

ヒメコマツ 
系統保存サポーターに 
ご協力お願いします。

!"#$%"%! &''$!

()*+,, ---./011(2/3.4*,25067.(89: ;;;;<=>+;#?@$!"'$@"#ABCD+;#?@$!"'$@"A'6932:;+;/01E9F.*G6H.1(2/3.:I.4*

考えられる衰退要因
・暑さと乾燥 

・マツ材線虫病 

・かさぶたがんしゅ病 

・森の暗さ 

・（実生苗の採取・乱獲） 

 

マツノザイセンチュウ

マツノマダラカミキリ

ミヤコタナゴ

シャープゲンゴロウモドキ

 ○ コイ科タナゴ亜科の日本（関東地方）固有種 
 ○ 「天然記念物」（文化財保護法）、 
　  「国内希少野生動植物種」（種の保存法）に指定 

♂ ♀ 

イシガイ類 
（マツカサガイ、ヨコハマシジラガイなど） 

 ○ 体長  30 - 40 mm 
 ○ 生存期間  1 - 2年 
 ○ 産卵期　4 - 7月 
 ○ 産卵数は1 - 18個 / 回 
     複数回産卵  ※ 飼育下 
 ○ マツカサガイなどの 
　  イシガイ類に産卵 
 ○ 孵化後20 - 30日で浮上 
 

　　　　　　　　（望月 1997） 

～1960年代 2015年現在 

中村（1969），環境省（2014） 
を基に作成 

絶滅危惧種 

野生絶滅 

絶滅 

情報不足 

上記による二枚貝の減少が最大の要因 
（北村 2008） 

生息地の特徴と問題点（１） 

• 各水系の上流部の小水路の限定された区間 
• 自然護岸、二面あるいは三面護岸 
• 護岸の区間も二枚貝が（かろうじて）生息 

生息地はすべて農業用水路（排水路） 

　× 過疎・高齢化の進行 
　× 水路や農地の管理放棄の増加 

生息地の特徴と問題点（２） 

• 環境の悪化による産卵母貝の減少 
• 国内外の外来種（アメリカザリガニ、タイリクバラ 
タナゴ、ヤリタナゴなど）の侵入・増加 

• 密漁・密放流 

二枚貝の減少と外来種の問題 

①～1960 年代（高度経済成長）→環境の激変
②～1990 年代（種の保存法指定前後）→開発、外来種、密漁等
③現在（2000 年代以降）→生息域の縮小（管理放棄）、密漁

ミヤコタナゴ保護増殖事業計画

平成７年７月１７日

環 境 庁
文 部 省
農林水産省
建 設 省

【事業の目的】　 

千葉県の保全に対する取組 

千葉県内ほかにおいて、ミヤコ
タナゴの保護増殖を図る 

【事業の位置付け】　 
「ミヤコタナゴ保護増殖事業 
計画」に基づき、環境省からの 
委託事業として、「希少野生 
動植物種保護増殖事業（千葉県 
ミヤコタナゴ）」を実施 

199
4（
H6
）年
度か
ら事
業を
実施
 

事業の関係者（主要メンバー） 

国

県

市町

その他

行政 研究 保全活動

成果① 生息環境の維持・改善 

 
 

健全な生息区間を維持・保全 

草刈り、護岸等の補修、底質の改善、復田
などの対策を関係市町と連携して実施

Before After 

成果② 系統保存による絶滅の回避 

　　○ 千葉県内水面水産研究所 
　　○（公社）観音崎自然博物館 
　　○ いすみ市保護増殖施設 
　　○ 鴨川シーワールド 
　　○すみだ水族館 

県内外の５機関と連携して、全系統を維持 

成果③ 生息状況の確認 

ミヤコタナゴや二枚貝の生息状況を把握 

9

観音崎自然博、地元紙町と連携して実施 

成果④ 普及啓発の推進 

自然観察会の開催、水族館等での展示 

成果⑤ シンポジウムの開催 
第１回 

（2014年）
第２回

（2015年）

成果⑥ 各生息地の系統関係の把握 

斉藤、鈴木ほか（本学会ポスター発表　No.129） 

♂ ♀

体長約 3cm

・開発、水田の近代化、農薬、マ
ニアによる捕獲、外来生物（アメ
リカザリガニ等）の侵入などが原
因で激減。
・関西型と関東型に分かれる。関
東型は千葉県内のごく限られた場
所で生息。
・「国内希少野生動物種」（種の保
存法）に指定。

卵

セリに産卵

幼虫

オタマジャクシを捕食

回復計画策定

千葉県ｼｬｰﾌﾟｹﾞﾝｺﾞﾛｳﾓﾄﾞｷ保全協議会

・千葉県 環境生活部自然保護課
・関係自治体
・鴨川シーワールド 開発展示課
・千葉ｼｬｰﾌﾟｹﾞﾝｺﾞﾛｳﾓﾄﾞｷ保全研究会
・地元保全団体
・千葉県立中央博物館

生息環境の保全
人力で湛水池を創出 水源の環境調査

個体群動態の把握

イノシシ侵入防止柵
　　・監視カメラの設置

畦の決壊部の補修

個体識別番号をつける 番号がついた個体

系統保存の実施と飼育技術の開発

成虫の飼育施設 幼虫の飼育施設

普及啓発の推進

地元の小学校で授業 鴨川ｼｰﾜｰﾙﾄﾞで生態展示

・遺伝的多様性の解明
　　個体群内の遺伝的多様性の把握
　　再導入のための系統保存個体の遺伝情報把握
・外来生物の駆除
　　アメリカザリガニは 2011 年 9月以降未確認
　　　（畦波シートやアナゴカゴを使用）

千葉県：最重要保護生物（Ａ）
　国　：絶滅危惧ⅠA類（CR）

千葉県：最重要保護生物（Ａ）
　国　：絶滅危惧ⅠA類（CR＋EN）

千葉県：最重要保護生物（Ａ）


